








































































































































































専攻科 41名 21名 51.2%
2年生 73名 42名 57. 53%
























































専攻科 41 34 82. 93%
2年生 73 58 79. 45%
























































































































5) 高松正毅 高崎経済大学論集 第49卷 第2 
号 2006 pl05〜pll4「現代のコミュニケーショ 
ン環境とコミュニケーション論をめぐって」
今回の授業におけるワークは、学生にとっては生 
身の人間とのふれあいの実践であったと考えられる。 
これらを踏まえて、授業の基礎的条件である皆定的 
な人間関係をつくる、またコミュニケーション能力 
を向上させる。このような取り組みを入学時から行 
い継続させることが必要であると思われる。
そして,授業において、「会話できる雰囲気をつく 
ることがいかに重嬰であるかJを考えなければいけ 
ない。学生の会話は時として授業の妨げになる。そ 
れが至極特定の仲問だけであること。パソコンや携 
帯電話を通して行われることが問題である。
注)コミュニケーション能力について,本稿では 
特に定義づけはしていない。よって対人関係にお 
ける対話や交流が円滑であり人間閣係を構築でき 
る能力など広義にとらえている.,
いろいろな人と会話ができる機会をつくること。
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ピアスーパーバイザーからのコメント
「冋内容•问方法」で展関している授業ではある 
が、対象となる学生集団は異なる。授業は、教員と 
学生との「相互作用」によって成立することを改め 
て認識させられた実践報告である。「情緒的に開放さ 
れた肯定的な人間関係づくり」「コミュニケーション 
能力の向上」は、教員にとって授業の基礎的条件で 
あるとともに、学生自身にとっても、学生生活と卒 
業後の社会生活にとってK盤となるものであり、大 
学として入学時から継続的に取り組むべき課題であ 
る。この課題に対して、我々教員一人ひとりが日常 
の授業の中でどう取り組んでいったらよいのか、示 
唆を与える実践報告である。
(担当：児童教育学科岡崎公典)
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